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論 文 内 容 の 要 旨
【序論 本論 の構想 と先行諸研究 】
12世 紀 が終 わ りを告 げる丁度そ の年 、中国で は南宋 の大儒朱烹がその死 を迎え る。 また 中国
の15世 紀 は、明朝靖難 の変 のその最 中に幕 を開 け、建 文帝 を追 い落 とした永楽帝 は、や がて
『五経 』『四書』『性理』 三大全 の編纂 を命 じ、朱子学の体制教学化 を推 進す るこ とにな る。 中
国13、4世 紀 の思想世 界 の住人 であ る知識人 は、北宋以来 の儒 学 を体系化 した朱嘉の その思想
に対 し、髄 かに、それ を豊穣 な糧 として享受す る立場で思索 を営んでい る。 ただ し、その受容
の形態 は多様 であ り、一部 の人士 は、みずか らが在 る思想 的ない し社会 的環境 か らの影響 を強
く受 けなが ら、朱嘉 の思想 に対 しても取捨選択 を加 え、時にはそれ を相 対的に捉 えつ つ思想 の
根抵 にまで遡 ろ うとす る。 しか もそ うした営為 を、朱嘉 の後継者 た る証 しであ るかの如 くに認
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識 し、追求 してい るのであ る。また、かれ らの周 囲を見渡せ ば、禅仏教 もしくは道家道教 思想
といった教学 が、儒 学 と融合 しあるいは反擾 しあいなが ら息づいてお り、それ がかれ らの思索
に抑揚 を与 えるこ とに もな る。
朱 烹の思想 が朱子 学 として後世 の思想界 に浸透 して行 く一見す るところ直線 的 なその過程
は、独 自の思想 を育むべ く知識 人 としての衿持 を示 しなが らも、 自己の内面性や周 囲の思惑 と
の葛藤 に懊悩 す る思想家 た ちが開拓 した、起伏 豊 かな地盤 の上 に成 り立 って い る と想 定 され
る。本論 は、上 中下三篇 において、そ うした知識人 に よる知 的格 闘の痕跡 を、それ ぞれ の時代
思潮 との関連性 に留意 しなが ら追いかける。
序論 では、各篇各章 の 目的や方法お よび推論 の結果 について概述 しつつ、先行諸研 究 との照
らし合 わせ をお こな う。
【上篇 金末元初 の程朱学 と許衡 】
かつて吉川幸次郎 「朱子学北伝前史 一金朝 と朱子学 一」(1974)は 、金朝 にお ける蘇転1の学 問
の流行 を明 らかに してその文学史的価値 を確認 し、またそれ に表裏す る朱子 書の受 け容れ られ
にくさを推 断 した。 それ に対 して 田浩 「金代的儒教 一道学在北部 中国的印　 一」(1988)は 、趙
乗文や李純甫 、王若虚 ら当時一流の知識人 の理学 ない し史学思想 に見 られ る親程朱 学的傾 向を
析出す ることで、反駁 を試 みた。
第一章は、田浩論文 の基本認識 に従 いっ っ、金朝後 半の思想 界を さらに細 か く分析す る。 ま
ず、南宋 の道 学 を移入 しよ うとす る金 朝後半 の知識 人社会 の思想 状況 につい て、 「道学」 なる
呼称が当時既 に無為清浄 を旨とす る道家道 教思想 を意 味す るもの として通行 してお り、それ が
南宋道 学の移入 に際 し正負 いずれの影響 を も及 ぼ した ことを推 測す る。次 いで、趙乗文 と李純
甫お よび王若虚 の思想構造 を分析 し、かれ らの思想活動 に うかがえ る儒道仏三教 同源 の色彩 を
確認す るとともに、前 二者 と後一者 との間には宋学受容 の成果 において相違 が見 られ るこ と、
しか しそれ らはいず れ も宋 朝 の学 問 を継承 しよ うとす る意識 の所産 であ った ことを解 き明か
す。趙乗文 は、北宋王安石 に よる 「道徳性命」究 明の姿勢 は肯定 しなが らも、その後学 に対 し
ては実践性 に欠 ける と批判 し、道 学の正統派 を 自認す る中、三教 の根抵 を貫 く道 を自己に実現
す る方法 としての独 自の 「誠」論 を、『中庸』へ の沈潜 を とお して構想 した。李純甫 も宋儒 が
開拓 した心性論 を高 く評価 したが、ただ しそれ らに対 しては、中華歴代 の諸性説 とともに一個
の体系の中に組み込 まれ て、は じめて絶対 の道 の 自己展 開 としての正 当な位 置 を持つ と思念 し
た。 その著書 『鳴道集説』 は、一般 には宋儒 の排仏論 に対す る反論の書物だ と捉 えられ るが、
そ こには、右 のよ うな含意 を探 ることがで きるので ある。王若虚は、宋儒の経 学や史論 を研鐙
す る過程 をへ なが らも、 しか しそれ故 に、宋学 の空疎な観 念性 に対 して不満 を覚え、一定の秩
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序理念 を尊重 しつつ現 実の人 間の生存への欲 求 との折 り合 い を図 る 「人情」論 を主張 した。
前掲 田浩論文 は、元朝朱子学が実用 を重視 し修養 を尊 重す る方向に転 じたその鍵 を握 る存在
として 、先行諸研 究 同様 、許衡 に着 目しつつ も、 しか しその鍵 には 「金 」の成分 が含有 され て
い るこ と、すなわ ち金朝思想界の隠然た る影 響力 を指摘す る。 思想史 の深層 に分 け入 る この姿
勢 は尊重 したいが、 ただ し、金元 の際の思想 的連続 を検証 す る場合 、その対象 を儒学 思想 だけ
に限定す る立場は、一面的 であるこ とを免 れない。金朝理 学の右 の傾 向に沿って、新道教各派
と りわ け全真 教が知識 人 の心性 に深 く食 い込 んで きてい る事実 は看過 で きない ので あ る。 ま
た、そ もそ も趙乗文 らには、北宋以来 の道学 を金朝 に再興 させ よ うとす る意識 が強 く うかが え、
かれ らの後学が 「金」製 の思想 を継承す るには 「金 」色 の払拭 がまず必 要であった とも考 え ら
れ る。
第二章 は、全真 教が 当時 の知識人社会 に浸透す る過程 において、知識人 の全真教認識 に も、
また全真教の思想 内容それ 自体 にも、相互的な因果 関係 の作用 の もと 「独 善」 か ら 「兼 済」へ
と概括 できるよ うな変容が見 られ たこ とを論 じる。東 平で活動 し当地の統治者 か らも厚 く信任
され た萢 圓礒の布 教活動 を、元好間 ら当時の知識 人が如何 に把握 したかにっいてまず確認 し、
かれ らの認識 の中に、右 に所謂 る変容の一端を うかが う。 次いで、燕京 ・洋梁 間を伝道 して回
り性別身分 を問わぬ霧 しい数 の人 々の尊崇 を集 めた王志謹 と、その高弟 に して師説 の洗練 を企
図 した士人階層 出身 の姫志真 、この両者の思想 を分析す る。 因果応報 の虚妄 さを喝破 し絶対 の
現在心 の確立 を説い た王志謹 か ら、一切の分別 を超 克 しうる万物一体の心の現前 を求 めた姫志
真へ とい う思想の継承 関係 もまた 、当時 にお ける全真教 変容の縮 図なのであ る。
第三章 は、許衡本人 の思想的経歴 に着 目すれ ば重要な論 著で あったに もかかわ らず 、 しか し
これ までは顧み られ てこなかった文献で ある 『読易私言』を手がか りに、かれ の思想 について
考察 を深 める。金元 の際 にあって 、思潮の主流 は全真教 の祖 師やその周辺 の知識人 が担ってい
た。湖北 の儒者趙復 らは、そ うした情況下 に南宋 朱蕪の書物 を改めて普及 させ るわけであ る。
この新 たな思想運動 の代表者 として許衡 を評価す る先人の見解 に異論 はないのだが、従来の研
究 に欠 けてい る部分が ある とす るな らば、許衡思想 の同時代性 をめ ぐる考察 を第 一に挙げ るこ
とがで きるだ ろ う。本 章 は、まず 、他者 との個別 的 関係 にお いて時 時刻 刻 と変 化す る 自己の
「中正」 なる在 り方 は、 自己に内在す る徳性の 「自然 」な る開示 を将来 す るであ ろ う段階的修
養 によって実現 され る、 とす る許衡思想の構造 を分析 し、その上で程朱 学の性即理説 との関連
性や許衡 な りの受客 の特徴 を推察す る。 また、程朱学の 「理」か らその 「自然」性 を強 く引き
出 した許衡 の思想 と、全真祖師の思想 との根抵 にお ける同一性 や、許衡 とは異な り金 朝以来の
「伊洛 の学」 を基盤 に思想 を構築 した胡砥遇の学問 との同時代的な近似 性 を指摘 しっっ、許衡
思想 の行 く末 について も言及す る。
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【中篇 宋末元 初の老子注 と呉澄】
モンゴル帝国憲宗モ ンケ時代 の末年、道仏二教 の間 に高まった世俗的権 益 をめ ぐる緊張が、
教義論争 の形 を とって噴出 した。論争 では全真教 を中心 とす る道教側が敗北 を喫 し、道蔵 を焚
棄 させ られ るな どの制 裁 を受 けた ものの 、全真 教 団 は膨 張 を続 け、世祖 ク ビライ の 至元18
(1281)年 、二教 の対立 は再び表面化 した。ただ しこの時 も仏教の優位 が確認 され、道教徒に
は改めて思想 的な規制 が 申 し渡 され た。
第一章は、そ うした至元18年 以降の思想情況 を大づ かみに描 出す る。 まず、 当時 にあってそ
の地位 回復 を至 上命題 とした全真教 には、有力知識人 か らの支持 を獲得すべ き必要性が強 く認
識 されていた ことを、李道謙 に よる 『甘水仙源録』編纂 の経緯 か ら確認す る。次い で、至元18
年に下 され た新 たな裁 定であ る、道教徒 は 『老子道徳経』 一書 のみ を信奉せ よ との思想統制 を
めぐ り、当時の南北両 中国の対応 には顕著 な差異 が見 られ ることを、李道謙 がそ の老子理解 を
記 した文章 と湖 南の道 士劉惟 永 らが編纂 した 『道徳真経集義』 とを対比 させつつ検証す る。至
元18年 の裁 定は、北 中国においては、全真教 と知識人 の関係 を よ り深 める機縁 にはなった もの
の、 しか し思想 的 には一種 の外的規制 として働 き、一方 南中国におい ては、以前 よ り連綿 と伝
え られた老子 注作成の伝 統に対 しそれ を活性化す る機能 を果 た したのである。 また、南宋 中期
に成立 した 『道 徳真 経集 註』 との比較 か ら、『集義』の特徴 として、 「道」 の全体性 を具現すべ
く先行老子注 を節 略す るこ とな く網羅 し、それ を もって異民族 の統治 下に生 を営む 自己の証明
としよ うとす る意識 の存在 を推測す る。
第 二章は、第 一章 の考察 を受 け継 ぎ、『老子』首章 お よび 「谷神 不死」章 の先行 諸注 に対 し
『集義』 の校訂 者丁易東がお こな った分類整理 の思想 史的意 義を探 りなが ら、当時にいたる老
子 注釈史 の一側 面 を切 り取 る。宋 末元初期 の董 思靖 ・萢応 元 ・林希 逸 ・白玉蠕 ・喩清 中 ・郵
鋳 ・李道 純等 に よる 『老子』 当該 章注や そ の周 辺 の言 説 を考察 の対象 とす る。作業 は首章 と
「谷神 不死」章それ ぞれ別 にお こな うが 、ただ し考 察の結 果 を重 ね合 わせ る と、この時期の
『老子』理解 には、医書や 『悟真篇 』ない し 「金 丹四百字序 」の言辞 と、朱嘉 による理気論 あ
るいは本体作用論 とが流入す る現象が、全 般的傾 向 として確認 で きる。 さらに この現象 を分析
すれ ば、『老子』 当該 章注の主 旨につ いて、本 体論 か ら修養論 へ とそ の重 心が移 行 し、 またそ
の修養論 において も、聖人か ら人間一般 のそれへ と範 囲の拡が る大 きな潮流 が存在す るこ と、
ただ しその中には董思靖注 の如 く朱烹の言説 を忠実 になぞ りこの潮流 とは異 なる姿勢 を示す解
釈 も含 まれ るこ とが導 き出せ る。 この潮流が、内丹説 の整備 と流行 を促す ひ とつ の原動力 とな
るのだろ う。 白玉蜷 の理解 を直接 の淵源 と しつつ も、既 にその内客 を多様化 させ得 た元初南 中
国の 『老子』注は 、そ の例証で もある。
元初江南 の知識人 には、宋朝 を滅亡 させた元朝への出仕 を拒 む ことで、消極 的なが らもその
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衿持 を示 そ うとす る者 も存在 した。杭州 の道士杜道堅の 『老子』注に寄せ られた幾っかの序文
は、所謂 る南宋 の遺老 に とって、『老子』一書の存在 がその精神 的な避難場所 ともなっていた
ことを物 語 る。『集 義』 にお け る如 上の態度 に も通 じる抵抗 の姿勢 であ る。た だ し呉澄 は、そ
うした認識 に共感 を抱 きなが らも、よ り積極的 に 『老子』注の作成 をみず か らお こない、 自己
の人格 を陶冶 しかつ政 治に も関わるべ き存在 としての知識 人像の造形 を進 め るこ とにな る。 そ
うした点 にお いて も、かれ の 『道徳真経註』は、元初期 に昂揚 した 『老子 』注釈 運動 の一到達
点 として位置づ けるこ とができるだろ う。呉澄の 『老子』注が説 く 「道」 と 「徳」 との関係が、
程朱学 の理一分殊説 を襲 うものであるこ とは、呉澄 自身 による類似 の発言 をその明証 とす るこ
とがで きる。で はかれ は、何 故かか る理論 の解 説 を、『老子』注 に託 してお こなったのか。 外
的な思想 情況 としては、『老子』注 を作 成す る気運 の昂 揚が あるわけだが、かれ個人 の内的な
意義 は如何 なる点 に見 出せ るのだろ うか。
第三章 は、そ の前半 にお いて、聖人 の修道 を軸 に、道 の全 体構 造や修道 の場での他者 との関
係 とい った問題 をめ ぐ り、呉澄 『老子』注 に分析 を加 える。 「道」 にお け る 「徳 」 と 「智」 と
の関係や 、 「徳 」 を発 現 させ るための 「無為」や 、 「不言」な る在 り方の考察が 中心 とな る。 後
半では、先行研究で は必ず しも明確 に されていない、呉澄思想 全体に 占め る 『老子』注の位 置
を推 測 しっっ、『老子』注釈運動 と理 学思想 の展 開 との交錯 を、呉澄 に うか が う。 まず 、尊徳
性 の重視 とい う呉澄思想 にお ける周知 の主題 に対 し、主敬論 が如何 に関係 してい るのか、その
構造分析 を試み る。そ の上 で、呉澄 にお ける 『老子』注作成 の過程 が、主敬 ・尊徳性論 全体の
一要素をなす
、 「無心」の超越 に よる 「公 心」の顕現 とい う理 路の発 見 で もあった こ とを椎 量
す る。
本篇末尾 には附章 を置 き、元朝 による科挙の停止 ・再開 とい う政策 、お よび科 挙への答案 の
作成方法 と試験官 の採点 の基準 とが、知識 人の朱子学受容に如何な る影響 を及 ぼ したかにっい
て概述す る。科挙の立案者 は受験生 に独創 的見解 を述べ させ よ うと意 図す るが、その一方で、
「縄尺」 をかた くなに守 ろ うとす る試験官が存 在す る。 両者 の板挟 みに合 った状 態の元代後 半
の知識人 は、受験戦争 の悪循環 か らの脱却 もままな らず、一種の閉塞感 を漂わせ るこ とになる。
【下篇 宋濠 と元末明初の諸 「子」】
荒木見悟 「思想 家 としての宋 演」(1964)は 、宋演 思想 の時代性 に論及 して、その思想 には伝
統文化の復興 を第一義 としつつ道仏二教 を王化 の翼賛体制 に組 み入れ た明の太祖朱元璋 の現実
志 向、ひいては 、当時 の人士全体 を包み込む興隆の気運が反 映 されてい ると した。 この推察は、
どの程度の妥 当性 を持つ のだ ろ うか。宋藻が朱元璋の幕僚 とな ったのは至正20(1360)年 、か
れが51歳 の時の こ とで ある。 また、至正元年 か ら14年 まで、時の宰相 トク トは南人 を官僚 に登
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庸 す る漢化 政策 を断続的なが らも推進 し、その流れ の中で、宋簾 も至正9年9月 、国史院編修
官に推 挙 され る。就任 それ 自体は固辞 した宋廉 だが・、それ で も任官 を断 った直後 の11月 と15年
3月 との二度 、皇太子アユシ リダ ラへ の頗 歌を献 呈 した事実 がある。
第一章は、そ こで、明朝 「開国文 臣の首」(『明史』宋演伝)と しての宋簾像か らいったん離
れ、朱元璋政権 に出仕す る以前 の宋演 の思想 と行動 とに迫 る。 「六経 は皆 な心学 な り」 と始ま
る宋擁 の 「六経論」は、至正15年 序刊 の 『潜渓集』巻6も 収 める元末 の作 品である。 この言葉
か らは南宋 の陸九淵(象 山)に よる 「六経 は我 が心 の注脚」といった断案 が連想 され るものの、
しか し宋演 自身 は、 「六経」や 「心学」 を如何 な る意味で把捉 してい たのか。 かれ は、その思
想 形成期 にあって、 「六経の体」をみずか らに体 現す る方 向での研 鐙 を積み 、そ うして体現 さ
れ る在 り方 を、 「文」 と認識 した。 また、 「文」を 自己に確 立す る方法 と して、 「心」に気 を養
う実践 を提唱 した。 さ らに、かか る 「心」 の構造 を分析す る際 には、みず か ら道典 を作成す る
とい った経歴 をも伴わせ っっ、当時流行の内丹説 を批判 的 に摂取 していた。そ もそ も宋演 には、
その若 き 日にあまたの仏典 を読破 した とい う自慢 の種が あった。 しか し当時 の高僧 である千巌
元長 にその鼻っ柱 を挫 かれ 、以後 、真摯 な思索 に没頭 、『般若心経 』に対 す る注釈 を作 り上げ
るにいた る。 その際 の、 「心」の全体性へ の覚醒が、かれ の 「文」認識 の原点 とな る。 そ して
かれ は、戦乱の打 ち続 く時代 、その社会 に相応 しい 自己の在 り方 としての 「文」 を折 に触れて
模 索 しつつ、その集 大成 として、虚構 の 自己 としての 「龍 門子」 を造形す る。本章後半では宋
演の 『龍門子凝道記』 を概観 し、かか る 「龍 門子」 に、 出仕以前 の時期 の宋演心学 の結晶 を見
出す。
し
『明史』本伝 は、宋演 の功績 を総括 して 「一代の礼 楽制作、(宋)簾 の裁定す る所 、多 きを居
める」 とも記す。髄 かに、『明太祖 実録』 を絡 けば、かれが 明朝 に仕 えていた洪武2年 か ら9
年末 にいた る時期、かれは礼 制作成 の多 くの場 面に登場す る。 しか し、そこでの関与の仕方や
内容 について見た場合 、本伝 が 「一代 の」と持 ち上 げるほ どの、絶大 な影響力 は うかがえない。
本伝 は、宋簾 の門弟 であ る鄭楷 が撰述 した宋藻 の 『行状』 に依拠 しっつ 、客観 性 を高 める修整
をそ こに施す ことで成 立 してい る。 また 『行状』 は、洪武朝 にお ける宋演 の活躍 を、宋濾 の後
継 者方孝儒 に よる 「歴 官記」 に もとつ いて描写 してい る。本伝 は、師 を尊崇す る弟子たちの心
情 を継 承 し、一方 『実録』 は、かかる心情 とは無縁 の立場か ら宋演の行動 を記録 してい るのか
も しれない。
第二章は、第三章の考察 に先 立って、洪武朝 での宋演 の履歴 を多面的 に確認す る。履歴 を記
す伝 記史料か らは、撰者 が採用 した個 々の事件や 、事件 の配列ない し描 写の全体 を とお してか
れ らが伝 えよ うとす る対象像 以外 は引き出 し得 ない。宋演 に対す る伝 記史料 間の視点の相違、
お よび 『行 状』の撰述 に携 わった鄭楷や方孝儒 の意図の一端について、 あ らか じめ知 ってお く
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こ とも、無意味で はない だろ う。
第三章の前半 は、宋廉晩年 の思想 的充実 を確認 す るとともに、独裁君 主であ り道仏 二教 に対
しても独 自の見解 を把持す る朱元璋 との接触が、充実 を方向づけまた促進 させ る契機 となった
ことを指摘 す る。『行 状』が描 く元朝最末 期 の宋演 は、朱元璋 を乱世の救世 主で あるか の如 く
歓迎 し、政 権への参加 を快諾 した存在 であった。 だがそれ は事柄 の一面 を飾 る誇張で しかない。
朱元璋 に対 し少 な くとも出仕 の当初は違和感 を抱いていた と想 像 され る宋演 に とって、かれ と
の 日常的な交渉 は、みずか らの思想 を客体化 して眺 め、その意 義を測 定す る恰好 の試金石 とも
なっただ ろ う。晩年 の宋演 は、一切 の存在が各 自の先天的な 「才」を 自然 に発揮 したその総体
を、「文」の織 りなす 理想世界 と捉 えるにいた る。 かか る 「文」認 識 の充実 を、かれ は、元末
以来 の道仏二教 関連 の実践 の徹底や、宗族の運営 をめ ぐる思索や活 動 との連 動 によって果 た し
ている。 また、そ うした実践や活動 を、道仏二教 に民衆統治の補完的役割 を負わせ、天下国家
を全体的 に掌握す る立場 か ら郷村 を統轄 しよ うとす る皇帝朱元璋 との対峙の 中に、先鋭化 させ
ていったのであ る。
第 三章 の後 半は、方孝儒 の心性理解 と宗族 和睦の経世活動 との内的 関連性 を探 る。方孝儒は、
宋 藻 心学 の根 幹 をなす 「文」概念 につ いて、 「文」の語 は用 いず に、 しか しその 実質 だ けは
「理 」ない し 「道」 と表現 しつつ受容 した。宋簾 に とっては 自己絶対の本心の開示 に他 な らな
い 「文」 の個人 的境涯 を、絶対 の規範 として把捉す るので ある。方孝儒 は、そ うした規範 に依
拠す る ことで、睦族活 動 にお いて不可避 的 だ とかれ が認識 した他者 や礼 制 との葛藤 を乗 り越
え、真 の 自己実現 が可能 になる と思念 した。 また、 「文」を文章や文芸 の意味 に改めて限定す
ることで、当時既 に顕在化 していた 「文」 の素乱 を糾そ うとも した。
宋簾 がその生涯 を とお して追究 した 「文」 の思想 は、元末明初の時代思潮の 中に在って如何
な る位置 を 占め るのか。宋演 の 「龍門子」や劉基 の 「郁離子」 に象徴的な思想活動 を、本篇 で
は 「子」造形 の運動 と名付 け、運動 の盛衰 を概観す る小結 を附す。知識 人社会へ の内丹説 の浸
透 とも連動す る元朝道学 の内的偏 向、科挙制度 に内在す る要因が生み 出 した知的 閉塞情況、そ
してそれ らを超 克す る在 り方 として志 向 された格物 窮理 の実践、 こ うした流れ を呑 み込 みつ
つ、元末 の戦 乱を舞 台に 「子」造形の気運 は盛 り上 がる。だが この潮流は、現実批判 の精神 が
濃厚 に うか がえ る 「龍 門子」や 「郁 離子」 だけが支 えてい たわけではな く、 「流俗 に徊 う者」
や 「強いて 自らを高 くす る者」 と虞集 が非難 した 「執筆家」 をも巻 き込む こ とで、浴々た る勢
いを得 ていた。宋廉 の 「文」 の思想 を継 ぐ人士 は、潮流 の内部に在 って、諸子 の文体 を模倣 し
つつ奇矯 な文章を創作す るだけの文章家 に批判 の 目を向ける。 しか し、そ うした批判者のひ と
りで もあ る方孝儒 は、師の 「文」認識 の受容 の仕方 において、既 にこの潮流か ら抜 け出た存在
であったか もしれない。 小結 は、建文 か ら宣徳 にいたる四朝 に仕 えた江西泰和 の楊士奇やその
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同僚 である江西新澄 の金幼孜 の地方官観 と、方孝儒 による睦族 の認識 との関連性 を展 望 して、
本篇全体 の考察 に対す る一応 の締 め括 りともす る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文は、序論 、上篇 、中篇 、下篇 、注記そ の他 、で もって構成 され る。
《序論 本論 の構想 と先行 諸研究》 において、論者 は、研 究課題 に関わ る歴 史、文学、思想
諸分野の各 種見解 を総点検 しつつ 、異 民族統治 下、程朱学、全真教 、禅仏教 が交錯す る思想状
況の 中、主体的な思想 営為 を志す知識人達 が程朱学 を多様 に受容 した実態 を具体 的に解明 し相
互の関係 を脈絡づけ ることこそ、明初 に体制教学 として確立 され る朱子学 の思想界 に於 ける浸
透過程 を跡 づ ける確 かな作業であ る、 としている。
《上篇 金 末元初 の程朱学 と許衡》は、 「第一章 金末 の道学」 「第二章 金 元の際の全真教」
「第三章 許衡の思想 について」 の3章 か ら成 る。
第一章で は、まず 、南宋道学の移入 を図 る金朝後半の知識 人社会の思想 情況 について、「道学」
なる呼称 が、決 して程 朱学独 自の呼称 ではな く、当時既 に無為清浄 を旨 とす る道 家道教思想 の
呼称 として通行 してお り、それが南宋道 学の移入 に際 し正負 両面 の影響 を及 ぼ した とす る。次
いで、趙乗文 、李純甫、王若虚 の思想 を検討 し、そ こに宋朝学 問の継承 、三教 の同源 とい う共
通性 の存在が確認 され、又、趙李二氏 と王氏 との問には宋 学受容の相違 が認 め られ る、とす る。
第 二章 では、全真教が 当時の知識 人社会 に浸透す る過程 で、知識人 の全真教 に対す る認識 と
全真教 の思想 の双方 に、相互作用的な変容 をもた らした、 とす る。 すなわ ち萢圓礒の布教活動
を、元好 間 らの知識人が如何 に把握 したか をまず確認 し、次 いで、王志謹 と姫 志真 の思想 を分
析 して、因果応報 の虚妄 を喝破 し絶対な る現在心の確 立を説 くことか ら、一切 の分別 を超克す
る万物 一体 の心の現前 を求 めるこ とへ と教説が変容 してい くことこそ、当時の全真教変容の縮
図であ り、又 、知識人 らの全真教理解 に もこれ と対応す る変化 が認 め られ る、 と論ず る。
第三章 では、全真教主流 の思想界の 中で、朱嘉の書物 の普及 を図 る運動 の担 い手許衡 につい
て、その著 『読易私言』 を軸 に論 ず る。 さ らに、程 朱の性即理説 との関連や その受容 の特徴 を
考察 し、許衡 思想 が、程朱学の 「理」か らその 「自然」性 を強 く引き出 した こと、全真教の思
想 と根底 で共 通す るこ と、金朝以来の 「伊洛の学」 を基盤 とした胡砥遍 の学 問 との同時代的近
似性 を もつ こ と、を指摘 し、従来の研 究 を大幅に修 正 している。
《中篇 宋末 元初 の 『老子』注 と呉澄》は、 「第 一章 元 初の道仏 対立 と 『老 子』 注」 「第二
章 『老子』注 と朱嘉の思想 お よび内丹説』「第三章 呉澄 『道徳真経註』の思想 について」「附
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章元朝南人 の士風 と科挙』 の4章 か ら成 る。
第一章 では、元至元18年 以降 の思想情況 を素描すべ く、李道謙 に よる 『甘水仙源録 』編纂 の
経緯か ら、当時そ の地位 回復 を至上命題 とした全真教には、有力知識人 の支持獲得 の必要性 が
強 く認識 され てい たこ とを、まず確認 し、次い で、至元18年 裁 可の、道 教徒 は 『老子道徳経』
一書のみ を信奉せ よ との思想統制 をめ ぐり
、 当時の南北両地の対応 には顕著な差異が見 られ る
こ とを、李道謙が その老子理解 を記 した文章 と湖南 の道士劉惟永 らの 『道徳真経集義』 との対
比 を通 して検証す る。
第二 章で は、『老子』首章 と 「谷神 不死」章の先行諸 注に対 し 『集 義』 の校訂者 丁易東 が加
えた分類整理 の思想史 的意義 を探 りつつ 、当時 にいた る 『老子』注釈 史の一面 を考察 し、その
結果、宋末元初 の 『老子』理解 には、 医書や 『悟真篇』ない し 「金 丹四百字序」の言 辞 と、朱
烹の理気論や本体作用論 の流入 とい う現象が、全般的傾 向 として確認 でき、か く して、『老子』
当該章 の解釈 におい て、董思靖注 な どのよ うな異論 を含 みつっ も、そのおおむねの流 れ として
は、本体論 か ら修養論へ と重心が移行 し、その修養 論において も、聖人か ら人間一般 のそれへ
と範 囲が拡 が るとい う大 きな傾向 の存在が確認 され、 この潮流が、 白玉蜷 の理解 を直接の淵源
とす る内丹説 の さらなる整備 と流行 とを促す原動力 となった、 と論 ず る。
第三章 では、先ず 、該時期の 『老子』注釈運動 と理学思想 の展開 との交錯 状況 を窺 い、次 い
で、呉澄思想全体 における 『老子』注 の位置 を定 めよ うとす る。 「道」 におけ る 「徳」 と 「智」
との関係 や 、 「徳」 を発現 させ るた めの 「無為 」や 「不言」 な る在 り方 を考察 した後 、尊徳性
の重視 とい う呉澄思想 の周知の主題 に対 し、主敬論が如何 に関係 してい るか について、その構
造分析 を試 み、その上 で、彼 の注作成過程 が、 主敬 ・尊徳 性論全体の一要素 をなす 「無心」の
超越 によ る 「公心」 の顕現 とい う理路 の発見で もあ り、彼 の こ うした 『老子』注は、元初 に昂
揚 した 『老子』注釈運動 の一到達点 を示す、 と論ず る。
附章 では、元朝 の科挙 が知識人 の朱子学受容 、精神状況に与 えた複雑 な影響 を概観 す る。
《下篇 宋演 と元末明初 の諸 「子 」》 は 「第 一章 宋篠 の思想 と行 動 出仕 以前」 「第 二章
宋演伝記 史料孜」 「第三章 宋演 の思想 と行動 出仕 以後」 「小結 元末明初 の諸 「子」 をめ ぐ
つ て」 の4章 か ら成 る。
第一章 では、先ず 、宋簾 は、元末既 に当時流行の内丹説 を批判 的に摂 取 した道典 を作 り、多
くの仏典 を読破 し、真摯 な思 索 に基 づ く 『般若 心経』の注釈 を作 り、 さらには 「六経論 」や
『龍 門子凝道記』 を著 し、そ うした中で、戦乱 の時代に相応 しい 自己の在 り方 としての 「文」
を模 索 し、こ うした 「文」 を自己に確 立す る方法 として、 「心」 に気 を養 う実践 を追求主張 し、
全体性 としての 「心」 の構造 を分析 してい た、 とい う。
第二章 では、『明史』本伝 に 「開国文臣の首」 とも 「一代 の礼楽制作 、(宋)演 の裁 定す る所
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し
多 きを居 める」 とも記 され る宋演像 の虚 実 を検証 し、次 いで、『行状』 の撰 述 に関 わった門下
の鄭楷や方孝儒 の意 図の一端 について吟味検討す る。
第三章 では、先ず 、宋演晩年 の思想的充実 を確認 し、晩年 の宋演が、一切存在が各 自先天 の
「才」 を 自然 に発揮 した総体 を 「文」 の織 りなす理想 世界 と捉 えるに至 るが、 これは、元末 以
来の道仏二教 関連 の実践 の徹底や 、宗族 の運営 をめぐる思索や活動 とに基づ くだ けではな く、
皇帝朱元璋 が道仏 二教 に民衆統治 の補完的役割 を負わせ 、郷村 を統括 し天下 国家 を全体的に掌
握 しよ うとした こととの対峙 に基づ く、のだ とい う。次いで、宋藻 に とって 自己絶対の本 心の
開示 に他 な らなかった 「文」 の個人的境涯 を、方孝儒 は、絶対 の規範 として把捉 し直 し、そ う
した規範 に依拠す ることで、睦族活動 に不可避 的だ と彼 が認識 した他者や礼制 との葛藤 を乗 り
越 え、真 の 自己実現 が可能 になる と した、 といい、 また、 「文」 を文 章や 文芸 の意 味に改めて
限定す ることで、当時既 に顕在化 していた 「文」 の素乱 を糾そ うとも した、 とい う。
最後 の小結 では、宋濠 の生涯 を貫 く 「文」 の思想 が、元末明初 の思潮 の中で如何 なる位 置 を
占めるの かを考察す べ く、宋濠 の 「龍 門子 」や 劉基 の 「郁 離子」 に象 徴 的な思想 活動 を仮 に
"「子」造形 の運動"と 名付 け
、そ の運動 の盛衰 を概観 す る。す なわ ち、知識人社会へ の内丹
説 の浸透 とも連動す る元朝道学 の内的偏 向、科挙制度 に内在す る要 因が生み 出 した知的閉塞情
況、それ らを超克 す る在 り方 として志 向 され た格物窮理 の実践 、 こ うした流れ を合 わせっっ、
元末 の戦乱 を舞 台に 「子」造形 の気運 が盛 り上がる。宋演 の 「文」思想 を継 ぐ人 々は、潮流の
ただ中で、ただ諸 子の文体 を模倣 しっ っ奇矯 な文章 を創 作す るだけの文章家達 を批判す るが、
ただ、批判者の一人方孝儒 は、師の 「文」認識 の受容 にお いて、既 に この潮流 か ら抜 け出た存
在 であ った、 と結 ぶ。
儒 学 こそ人間存 在の基盤 だ と確信す る中国知識人達が、異 民族統治 の二世紀 間、普遍妥 当性
が動揺 しか けた儒学の再生のため に、如何 に思索 し行動 したか。程朱学 を軸 として仏道両異学
を取 り込み、新たな教学 と して儒 学 を確 立す るに至る過程 は如何 な るものか。紆余 曲折の過程
は、そのまま知識 人達の衿持 と懊 悩の道程 であ る。該時期多 くの共鳴者 を得 ていた全真教 を常
に考慮 に入れつつ、知識 人達に於 ける程朱学の浸透 と受容 の具 体的状況 の解 明を追求 した本論
文は、上記の課題 へ真 正面か ら答 えよ うと した もので、資料 の博捜 と綿密 な考証 、正確な読解
に基 づ く多 くの創 見は、従 来の研 究の不足 を補 い、有力 な見解 の修正 を迫 る1もので、博士(文
学)の 学位 を授与 され るに相応 しい と認 め ら九 る。
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